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9400 MC用 8素子 干渉計

回 中 春 犬

1000MCから 9400MCに五る四つの周波数で，太 る亦滋儀マウントのパラボラ直径は 1.2mで，1口6

陽電波の侃波のili絞観測を行った結果，問波数が向い ff!j間以上の観測がnll来る.励振アンテナは川形 HJll.t+

ね偏波率は大きく ，叉9400MCと3750MCとの間で 波~'fの Imll川で， 4分の 1波長板とフ ェラ イ トスイ y

侃波の向きがしばしば逆になるという~~~-!を発比し チがすぐその上に続き，二つの円儒波成分を高述皮で

た.(1，これらの事実は昭和133年 4月 19日の日食の観 切換える.その出力は二つのロータリー ジョイントを

illil< P. 39)により民に確認され，個々の電波狐につい 泊じて佼分れ式に結合し，最後に影像周波除去フィル

てもこつの周波数の聞で偏放の向きが一郎分逆になっ ターと ，Dickeよ切換のフエライトスイ ッチを介し

ていることが1司I列した・これは太陽電波の発生機椛を て受信機に接続する・受信機は八丈島において日食観

考えI立さなければならない重要な発見で，先ず既設の 測に用いたものを殆どそのまま使用することにした.

4000MC JTJT沙lilと並んで9400MC}目のものを早急 この装れによると，強度と偏波の分市が1，;]時に記録:n

にklls没し，-}，'jくわしく観測することにした. 米ることとなり ，IItl和 34年春には連続鋭iJIIJを開始す

さて予p:の|主l係で11:むを得ず 8言伝子ーとしたが，従来 る予定である.

の4000MCのものと指向性を悶じにした方が記録の 文 献

比絞に{必平IJであるので，アンテナ間隔は 86波長，則J (1) Il IÝ'f也 : ~研十~l{'j- ， 8， 1-2， 67 (11日33)

ち2.74mに選んだ.従って子午商附近でピーム似が (2) lEIrl'・lili泊:笠研報科，3， 1-2， 55 (1Il!， 27 ); 4， 1， 

4.5'，ピームIt円!械が 40'となるこ とは以前と 同じであ 21 (!ltj28); 4，2， 132 lUg 28); 5，1，47 (11[129). 

写真 1.建設中の 9400MC Hl8ぷチ子沙計


